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国府津運輸区における懲罰的日勤教育問題で２月２１日、ＪＲ東労組横浜地本は横地申１５号

第３回団体交渉を行いました。申し入れ第１項の「本事象に対する日勤教育の中身を明らかに

し、パワーハラスメントを是正すること」に基づき、１２月１８日～２２日の日勤教育の内容

で議論しました。 

【会社】（１２月２２日の）面談の在り方がどうだっ

たかと言えば精一杯だった。伝える側の反

省点はあるかもしれない。伝える側の工夫、

日々改善すべきことはあるかもしれない。

だからそれが悪かったと認めるものでもな

い。 

【組合】日々変えていくことは、反省の上に立って

変えていくものではないのか。 

【会社】「会社が認めた」となる。言葉を選んでいる。 

【組合】単純に面談を振り返って、良くないという

ことがあったのか？なかったのか？ 

【会社】振り返ってみて、トータルで本人のために

尽力しているわけだから、悪かったとは思

っていない。ポイントポイントで違うやり

方が良かったということは探せば出てく

る。それは認める。完ぺきではない。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

  

２ ０ ２ ３ 年 ２月２１日 

      第１４１号 

 
発行人 助 川 一 実 

編  集 情 宣 担 当 
ホームページ 

http://www.jreu-yokohama1.jp/ 

 

  

トータルでは悪くない。でも、伝える

側の反省点はある。改善すべきこと

もる。『反省の上に改善』もわかる。

完ぺきではない。 

いったいどっちなの？社員に

は２箇月以上も、反省を求め

るのに？なぜ素直に失敗を

認められないの？ 

http://www.jreu-yokohama1.jp/

